
平成 28 年度 美浦保育園の自己評価の公表について 

保育士等が保育の質の向上を図る目的で実施した自己評価を踏まえ、当園の保育の内容について園全体の評価とし

て取りまとめましたので公表致します。 

自己評価の取組と目標 

前年度までの評価項目に新たな項目を加え、個々の保育実践の振り返りと自己評価の実施、職員会議、園内研修を

開く等保育計画と保育実践の共通理解を図り、園全体での評価に繋げることで保育の質の向上に努めました。特に

リトミック指導の実践と計画及び全体集会の持ち方について課題が上がり園全体で検討いたしました。 

 

園全体評価 

 

●今年度の評価点 

・各クラスがその発達に応じた保育計画の保育実践に取り組んでいた。 

・大きなケガや事故がなく 28 年度を過ごすことができた。 

・リトミックを通して体づくり、音楽に合わせて体を動かす楽しさを知らせることができた。 

●今年度の課題点 

・年少クラスはリトミックや体育あそびなど思うように保育に取り入れることができなかった。 

・リトミックの取組年齢は３、４歳児からでは遅いのではないだろうかの視点で見つめてみた。 

・全体集会の持ち方について、保育活動・計画の実行状況について検討することになりました。 

●次年度の改善点 

・園全体で話し合い、リトミックの取り組み方、年間カリキュラムや指導案に沿って保育におろしていく上で、外

部の講師だけではなく、園の発達支援の特色として取り組むには年少からのリトミック活動が必要ではないか。

とのことで次年度より、園長先生によるリトミックを毎月第四月曜日に行うことになりました。 

 

※リトミックとは 

音を楽しむことを最大の目的とし、各ステップを通してリズム感を育て、模倣から表現力、想像力を学ぶ。 

その中で音に対する直感力、即時対応力、集中力を高める。 

 

 

   【28 年度】計画と実践             【2９年度】保育計画 

 

 

                  ➡   

 

 

 

総評 

自己評価の取組は保育士各人が自分自身の保育の振り返りを重ねることで、園全体としての振り返りをすることに 

繋がり、このことが今年度の保育計画の見直しとなり、リトミック指導の年少児への指導、全体集会の取り組み方

についての目標を見出すことができた。 

29 年度からは、上記のように、全体集会に園長先生によるリトミックを取り入れ、０歳児から音楽のリズムにあわ

せて体を動かすことを楽しみ、２歳児からは外部講師によるリトミックへとつなげ音楽を通して集中力、協調性、

社会性など総合的な保育の内容の充実につなげていきます。 

リトミック 講師：伊波 興奨 

・３、４歳児対象 

（月 2 回）第一金曜日・午前 

     第三水曜日・午後 

 

毎週月曜日の全体集会の第三月曜日 

園長先生よりリトミック（毎月第四・月曜日） 

引き続き 

２、３、４歳児対象（伊波先生によるリトミック） 

（月 2 回）第一金曜日・午前 

     第三水曜日・午後 

 


